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題特集臨床支援ﾂーﾙ
臨床支援ツールにふれてみよう

TheCochraneLibrary（コクラン・ライブラリー）

１°はじめに

２０１２年９月８日(土)に行われた近畿病院図書

室協議会第３５回勉強会において「臨床支援ツー

ルにふれてみよう」でお話ししたコクラン・ラ

イブラリーの概要とその主要なコンテンッであ

るコクランレビューの特長をご紹介します。

Ⅱ、コクラン・ライブラリーの概要

コクラン・ライブラリーはWiley社から提供

されている、診療の効果について信頼度の高い

エビデンスを得ることのできる臨床支援ツール

です。コクラン・ライブラリーは６つのデータ

ベースで構成されており、比較臨床試験の文献

や方法論の研究、医療技術評価や医療の経済的

評価などさまざまな種類の情報を有しています

が、その中でもコクラン・ライブラリーの代名

詞といえるのがコクランレビューです。

Ⅲ、コクランレビュ－

１．コクランレビューとは

コクランレビューとはコクラン・ライブラ

リーの中核をなすデータベースであるCDSＲ；

CochraneDatabaseofSystematicReviewに収録

されており、その数は２０１２年８月時点で約

7,400件です。徹底的に主観、バイアス（偏り）

を排した客観的なエビデンスを提供するために

作成され、ＥＢＭにおいてきわめて信頼度が高

いエビデンスであるという評価を得ています。
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コクランレビューは網羅的にランダム化比較試

験の文献を収集し、その中から信頼できるもの

を選び、メタアナリシスで統計的、定量的にそ

れらの結果を統合し作成されます。

2．ランダム化比較試験

ランダム化比較試験とは臨床試験の研究デザ

インの一つで、介入の効果を公平に比較する上

で有効な手法として広く受け入れられています。

｢ランダム化」は「無作為化」とも言われますが、

被験者を処置群と比較対照群に割り付けるラン

ダム化は、一方の被験者群に年齢、性別、症状

の重さなどの偏りが出ないように作為的に行わ

れるものです。

3．メタアナリシス

コクランレビューはできるだけバイアスの影

響を受ける余地の少ないランダム化比較試験か

らさらに結果の精度を高めるため、複数のラン

ダム化比較試験を統計的に統合・解析するメタ

アナリシスを行い、定量的な結論を得られるよ

うに作成されています。

４．コクランレビューの作成過程

コクランレビューはコクラン共同計画の診療

科ごとに分かれた５３のレビューグループによっ

て作成されています。コクラン共同計画とは

1992年に英国の国民保健サービス（NHS）の一

環として始まった医療評価プロジェクトです。コ

クランレビューはそれぞれのレビューグループ

に配置される編集者やコーディネーターの助言

を受けた執筆者により作成されますが､品質を

維持向上させるために「CochraneHandbookfbr

SystematicReviewsoflnterventions」という標
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準ガイドブックに沿ってレビューを作成します。

５．コクランレビューの作成手順

コクランレビューは以下のようなステップを

経て作成されています。完成するレビューの信

頼性を確保するため、それぞれのステップは定

められたルールにもとづいて行われます。なお、

CＤＳＲ；CochraneDatabaseofSystematic

Reviewsで検索できる収録文献はレビューとプ

ロトコルに区別されますが、結果が出て完成し

たものがレビューで、研究の背殻、目的、デー

タ収集方針や分析手法は決まっていて進行中の

段階のものがプロトコルです。

(1)テーマの設定

まずレビューグループがリサーチクエスチョン

を提示してコクランレビューの作成が始まりま

す。

(2)関連研究を漏れなく収集

テーマに関連するランダム化比較試験の文献

情報は網羅的に収集されCochraneCentral

RegisterofControlledTrials（CENTRAL）とい

う書誌データベースに登録されます。文献の収

集はMEDLINEやＥＭＢＡＳＥといったデータ

ベースを検索するだけではなく、計画的なハン

ドサーチ（文字通り雑誌を１ページずつ手作業

で調べます）によって行われています。また、

出版された論文だけを収集していると有意な結

果が得られた試験の文献に偏ってしまう（出版

バイアス）ことが懸念されるため未発表の試験

についても研究者に問い合わせデータを収集す

るなど徹底した網羅性が特徴です。

(3)各研究の妥当性を評価

収集されたランダム化比較試験の文献は妥当

性が批判的に評価され水準を満たしたものだけ

に選りすぐられます。

(4)アブストラクトフォームに要約

ふるいにかけられたランダム化比較試験の情

報はアブストラクトフォーム（構造化抄録）に

要約されます。

(5)統計学的解析（メタアナリシス）

複数のランダム化比較試験は、それらをメタ

アナリシスにより統計的に統合されし、分析の

結果はオッズ比グラフで表示されます。複雑に

見えますがレビューの全体像を簡潔に把握する

ことのできる非常に有用なツールです。

(6)結果の解釈

レビューの結果にはエビデンスの強さやコス

ト、予想される効果やマイナス点などに関する

考察がまとめられます（図１)。
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このグラフのインタラクテ

ィブ版を表示するには、

「ShowStatisticaI

Analys『s」（統計分析を表
示）リンクをクリックしま
す
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コクランレビューは非常に厳密な手順とルー

ルにしたがって作成されるため、検索すれば何

でも見つかるというようなものではありません

が､求めている臨床上の疑問に合致するコクラン

レビューが見つかった場合は非常に有益な情報

となります。ほかの臨床支援ツールとコクラン・

ライブラリーの大きな違いはその網羅性と厳密

性に喪付けられた情報の信頼度の高さであると

言えるでしょう。
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Ⅳ、コクラン・ライブラリーの利用

コクラン・ライブラリーのうち、コクランレ

ビューを収録しているCDSＲ；Cochrane

DatabaseofSystematicReViewsやランダム化比

較試験の可能性のある論文が集められたデータ

ベースCENTRALなどの各データベースは、

WileyOnlineLibraryのプラットフォームから無

料で検索することが可能です。また、コクラン

レビューは抄録まで無料で閲覧することができ

ます。コクラン・ライブラリーへのアクセス

ＵＲＬはｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ,thecochranelibrary,com

です（図2)。

詳しい利用方法はワイリージャパンのウェブ

サイトから提供されている日本語クイックレ

ファレンスガイドをご覧ください')。

箪鋳
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(7)編集と定期的更新

コクランレビューは作成後も定期的に更新さ

れ最新の状態に維持されます。

図２TheCochraneLibrary利用トップ画面
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